
みんなで討論・職場の問題を改善しよう！ 
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７
月
３
日
以
降
、
数
日
間
に
わ

た
り
、
九
州
各
地
や
全
国
で
大
雨

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
熊
本

県
や
中
部
地
方
を
中
心
に
線
状

降
水
帯
が
発
生
し
、
集
中
豪
雨
の

結
果
、
各
地
で
河
川
の
氾
濫
な
ど

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

５
０
年
に

一
度
の
大
雨
が
毎
年

の
よ
う
に
襲

っ
て
く
る
と
い
う

異
常
気
象
が
続
い
て
い
ま
す
。
今

回
の
大
雨
で
、
全
国
の
死
者
は
７

８
人
、
行
方
不
明
者
４
人
、
床
上

浸
水
７
千
件
を
超
え
る
と
い
う

大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
Ｊ
Ｒ
で
も
１
７
路
線
で

計
７
３
０
カ
所
の
被
害
が
出
ま

し
た
。
特
に
肥
薩
線
、
久
大
本
線 

 

  

 

の
被
害
は
甚
大
で
肥
薩
線
で
４
５

０
ヵ
所.

久
大
本
線
で
１
４
５
ヵ
所

と
両
線
で
８
割
を
超
え
て
い
ま

す
。 肥

薩
線
で
は
、
八
代
駅
～
吉
松

駅
間

（８
６.

８
キ
ロ
）
が
不
通
と

な
り
、
瀬
戸
石
駅

・
球
泉
洞
駅
の

ホ
ー
ム
が
流
失
し
ま
し
た
。
ま
た
、

鎌
瀬
駅
～
瀬
戸
石
駅
間
の
球
磨
川

第

一
橋
梁
と
那
良
口
駅
～
渡
駅
間

の
第
二
球
磨
川
橋
梁
が
流
失
し
、

そ
の
他
多
数
の
個
所
で
路
盤

・
道

床
流
失
な
ど
被
害
が
で
ま
し
た
。 

久
大
本
線
で
は
豊
後
森
駅
～
向

之
原
駅
間

（４
１.

キ
ロ
）
が
不
通

と
な
り
、
豊
後
中
村
駅
～
野
矢
駅

間
の
第
二
野
上
川
橋
梁
が
流
失

し
、
そ
の
他
多
数
箇
所
で
土
砂
の

流
入
、
流
出
等
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
も
復
旧
の
目
途
は
た

っ
て
い
ま
せ
ん
。 

会
社
は
記
者
会
見
で
、
「両
線
の

復
旧
は
未
定
で
、
鉄
橋
を
直
す
に

し
て
も
費
用
も
わ
か
ら
な
い
」
と

述
べ
原
型
復
旧
を
進
め
る
か
ど
う

か
明
言
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
沿
線

自
治
体
と
協
議
を
進
め
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
日
田
彦
山
線
で
は
、

鉄
道
復
旧
を
前
提
と
し
な
が
ら
結

果
B

R

T

方
式
に
な
る
と
い
う

前
例
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
被
害

は
両
線
合
わ
せ
る
と
１
２
７
キ
ロ 

 

 

に
及
び
日
田
彦
山
線
の
時
と
は
規

模
が
違
い
ま
す
。
こ
の
間
国
労
と

し
て
指
摘
し
て
き
た
通
り
、
九
州

で
の
災
害
が
毎
年
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
を
前
提
し
て
株
式
を
上

場
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。 

 

国
労
は
、
有
名
な
温
泉
地
帯
を

走
る
久
大
本
線

「日
本
三
大
車
窓
」

が
あ
る
肥
薩
線
の
鉄
道
で
全
面
復

旧
を
目
指
し
て
、
利
用
者
や
沿
線

自
治
体
と

一
緒
に
運
動
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。 


